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（５５）【意匠に係る物品の説明】本物品は、中央に内部を視認可能な透明な物質から構成されて液状化粧品を
収容するとともに断面が略正八角形とされそれらの八面のうちの一つ置きの四面には左右方向に溝部が設けられ
た本体部材と、本体部材の右側には、開口を着脱可能に閉止する開口閉止部材と、スクリューキャップと、蓋体
とが設けられ、本体部材の左側には、開口を閉止するとともに弾性を備え押圧することにより本体部材の右側開
口から内容液を滴下する弾性蓋部材と、弾性蓋部材を止めるスクリューキャップと、蓋体とから構成される化粧
品用容器である。　また、本物品は、スポイトの機能を兼ね備えている。すなわち、本体部材の内部に貯められ
た液状化粧品を外部に出すためには、右側の蓋体とスクリューキャップと開口閉止部材及び左側の蓋体を取り外
した状態において、弾性蓋部材を押圧することにより、本体部材の右側開口から内部に貯留された液状化粧品の
任意の量を滴下することができるので、当該容器を振り回す必要がない。この機能は、特に液状化粧品の粘性が
高い場合には有効である。
（５５）【意匠の説明】参考右側面図は、本体部材の溝部を点線で示したものであり、参考正面図１は、本体部
材の左右両側の蓋体の内部構成を点線で示したものであり、参考正面図２は、左側から蓋体とスクリューキャッ
プと弾性蓋部材と本体部材と開口閉止部材とスクリューキャップと蓋体とに分離し、かつ本体部材以外の構成の



内部を点線で示したものであり、参考正面図３は、参考正面図２の断面図である。
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